
６ 本時の指導（２／７時） 
１ねらい 
  具体的な場面の考察を通して、乗数が１増減すると積が被乗数分だけ増減することが分かる。 
 
 
２展開 
  ねらい 学習活動の展開 指導・援助 
つ
か
む
 
 
 
 
考
え
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
深
め
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め
る 

 
本時の問題をとらえる。 
  
 
解決の見通しを持つことが
できる。 
 
課題内容を把握し､興味・
関心をもつことができる。 
 
 
自分の考えをもつことがで
きる。 
 
かけ算の意味から、自分な
りの方法で７×６の答えの
見つけ方を考えようとす
る。 
 
 
 
自分の考えを発表すること
ができる。 
 
仲間の考えを学びあうこと
ができる。 
 
図は説明には有効な方法で
あることに気付く。 
 
７×６の答えを見つける方
法が他の数の場合でもいえ
ることがわかる。 
 
乗法の決まりを理解するこ
とができる。 
 
 
 
 
学習のふり返りをする。 
・自分が分かったこと､感

じたこと 
・使った考え 

 
問題提示   チャ－ちゃんとレンジ君は、７の段の九九をいっていて、７×６の答えだ

けを忘れてしまいました。あなたが先生になって、２人が答えを見つけられ
るように、答えの見つけ方を教えてあげよう。 

 
見通しをもつ ・問題の状況をつかむ（答えではなく、答えを求める方法を考える） 
       ・方法に対する見通しがもてそうか確認 
 
課題提示    ７×６の答えの求め方を考えよう。 
 

個人追究 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
集団追究 
かけ算の答 忘れた に答えを出す方
・図を使っ 明する どの方法もわか
・簡単で、はやく、分かりやすい方法を確 かけ算の決まり 

    
・⑤の方法の 般化を図る。 

    ７×６ ７×５ ＝４２ 
    ７×７ ７×６ ＝４９ → 

７×８ ７×７ ＝５６ 
    ７×９ ７×８ ＝６３            
 
 

 
 
まと
かけ 、 ける数 ふえると、答えはかけられる数だけふえ、 

ける数が１へると、答えはかけられる数だけへる。 
 
練
 
「 ふり返

・ 興味・関心をもてるよう、
かけ算の答えを忘れた友だ
ちに、答えの求め方を教え
てあげるという場面を設定
する。 

・ 個人追究に入る前に全体
で、問題場面をつかみ方法
に対する見通をもつ場を設
ける。 

 
・ 自分の考えを書き､説明する

ためにB３版紙を配布する。 
・ 個人追究開始３分ほどたち

見通しがもてない子に対し
て指導援助を行う。 
① 問題の意味の確認 
② ヒントカード準備 

アレイ図 
既習学習内容 

・ 自分の考えをもった子に対
しては､他の方法で求められ
ないか投げかける。 

・ いくつもの方法で答えが求
められた子に対しては､自分
の考えの分かりやすい説明
の仕方を考えさせる。 

 
・ それぞれの考えの妥当性を

吟味し､一人一人の考えを位
置付ける｡ 

・ ④の方法（交換法則）が成
り立つ理由については、次
時にくわしく学習する。 

・ 図は説明には有効な方法で
あることに気付かせる。 

 
・ ⑤⑥の方法を、一般化し

て、かけ算の決まりとして
まとめる。そのために、８
の段の答えの見つけ方も確
かめる。 

７×６は、７が６つ分だから 

たし算 

７＋７＋７＋７

数を数える 

かけられる数

数を入れかえて

  ６×７＝４

の答えは，７×５の

り７多いから 

７×５＋７で４２  

の答えは，７×７の

り７少ないから 

７×７－７で４２  

の答えに７をた

の段はどうか。 
ている８×６？ 

８×６＝８×５＋７＝４７  × 
 ８×６＝８×５＋８＝４８  ○ 

８の段は、８ずつ増加 

９の段は、９ずつ増加 

① 図 
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・自分の言葉でまとめを書く

ことにより、１時間の学習

を振り返らせる。 
め 
算では
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③  

７＋
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法を発表する。 
りやすい。 
認する。   ④⑤⑥は

＋７＝42 

とかける

計算 

２ 

⑤７×６

答えよ

⑥７×６

答えよ

かけ算の答えは、前

せば求められそう。８
８×５＝４０と分かっ



 

 


